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制度派組織論とは
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制度理論：社会の中で人々や組織の行動や構造が「制度」に
よってどう形成されるかを考察する 

4

→人や組織の行動は、社会のルールや慣習に大きく影響されるという考え方

この「制度理論」は広義の概念であり、社会科
学全体で使われる理論的枠組み。

（政治学、社会学、経済学などでも使われる）

ここでいう「制度」とは？
→法律・慣習・規範・文化などの当たり前と考えられてい

るルールを指す

制度派組織論：上の「制度理論」の中でも、特に組織が制度に
どう影響されるか・どう制度に適応するかに焦点をあてたアプ
ローチ



疑問：なぜ制度派組織論が経営学において重要なのか？
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前提として、組織にとって外部環
境との関係を考慮せずに存続す

ることは不可能

今日、特に企業組織は社会の一
員としての役割（コーポレート・シ
チズンシップ）を期待されている

すなわち、企業の活動は社会によって支持されることが必要になってきていて、組
織の行動は、社会のルールや慣習（制度）に大きく影響されるという考え方をもつ
制度理論は、この昨今の社会的状況に非常にマッチしているため重要であると言
える



制度派組織論の系譜
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制度理論は組織論に持ち込まれる以前から、経済学・政治学・社会学など様々な学
問分野で用いられてきた

その後、社会学分野の研究から組織論に制度の概念を持ち込んだSelznick（1957）
によって組織論において制度理論が積極的に検討されるようになった

（組織理論）
1960年代後半からコンティンジェンシー理論
に代表される組織と環境の関係を積極的に取
り扱うオープン・システムとしての組織の研究

が現れた

この流れの中で組織論における制度理論
は新たな展開を見せる



制度派組織理論の系譜
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「コンティンジェンシー理論」

技術や規模、市場といった技術的
要因と組織構造との関係に注目

「制度派組織論」

コンティンジェンシー理論も同じく
オープン・システムとしての組織に

着目

従来の「どんな組織にも最適な方法がある」という普遍主義的な考え方の経営理論から1960～1970年
代にかけて「企業によって状況が違うなら、最適なマネジメントも違うはず」という柔軟な思考（コンティン
ジェンシー理論）が注目される流れを受け制度派組織理論もその流れに影響される

→その流れに影響されたものを「新制度派組織論」と呼んで、Selznickの制度派理論
を「旧制度派理論」と呼び、それらを区別する



旧制度派組織論と新制度派組織論
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旧制度派組織論
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→アメリカの社会学者Selznick（1957）によって展開された

ポイント①：組織と制度の違い
→Selznickはまず組織と制度を区別する

組織 ある特定の目的のために作られた合理的な仕組み

制度 社会的に必要とされることによって生まれた反応性・順応性を持った有機
体

制度化：組織から制度へと移行するプロセス

→組織が制度になることによって、社会的に存在理由を認められることになるから必要

第一段階 技術的・合理的な目的で組織が構成される

第二段階 組織が周囲の文化・価値観に反応する。外部環境とのやりとりをする。

第三段階 組織が独自の価値を持つようになり、社会的に正当性を得る（制度になる

ポイント②：制度化の３段階
→Selznickは制度化には３段階あるとする



旧制度派組織論
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ポイント③：リーダーシップの本質

→アメリカの社会学者Selznick（1957）によって展開された

・組織は制度化によって周囲の価値を取り込み、社会環境に適応する

・こうした社会環境から価値を吸収することによって組織は独自性をもつことができる（社会的に意味
がある存在へ変化できる）

・こうした環境変化に適応するために価値を投入する過程に影響を及ぼす決定を行うことがリーダー
シップ（制度的リーダーシップ）としている

ポイント④：Selznickの主張

・能率を高めることを重視する管理論に対して、組織が社会的に価値を取り込むことの重要性を指摘

・組織が制度へと変化する制度化のプロセスに影響を及ぼすことがリーダーシップの本質であると主張



新制度派組織論
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→最初にMeyer＆Rowan(1977) によって基本的な考え方が提示された

Meyer & Rowan(1977)：制度的ルールと組織の正当性

・組織は、社会において「正当性：legitimacy」を得るために、合理性よりも制度的ルール（institutional 
rule)に従って構造を形成する

・制度的ルールとは、社会的に広く共有された「典型」（typification)「解釈」（interpretations)が交換さ
れることによって社会につくられた類型
→ある社会や業界、文化の中で広く信じられている価値観や行動の基準など

DiMaggio & Powell(1983)：同型化（Isomorphism)による組織の類似化

強制同型化（Coercive) 法律・規制・社会的圧力による強制的な同調で、従わないと罰則や信頼の
喪失につながるため、組織は仕方なく従う

模範的同型化（Mimetic) 環境が不確実な時に、その不確実性を減らすために他の成功例を真似する

規範的同型化（Normative） 専門職ネットワークによる価値観の共有・模倣（同じ職業に就く人が似た価値
観や行動基準を持つようになる

・組織では「組織フィールド：organizational field」内で、以下の３つの圧力により似てくる



新制度派組織論
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→最初にMeyer＆Rowan(1977) によって基本的な考え方が提示された

（新制度派理論のポイント：Meyer & Rowan、DiMaggio & Powell）
・組織は制度的な「正当性：legitimacy」を社会から認められることで存続できる

・技術的な効率よりも、社会のルールや価値観にあっているかが重要

・ほかの組織と似た形をとるのは「あの形が正しい」と社会で思われているから

・同じ制度環境下にある組織は、互いに正当性を得ようとして似たような構造になる

(新制度派組織論の貢献と批判）

貢献

批判

・組織をクローズド・システムからオープンシステムへと捉えなおした
・技術面だけでなく、社会全体の価値観・思考様式など文化的要因の影響に注目

・個別の組織や人の自由な判断をあまり考慮していない
・マクロ視点に偏りすぎて、具体的にどう行動すべきかはわかりにくい



コーポレート・レピュテーションとは
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コーポレート・レピュテーション（CR）

（定義）

企業に対して、社会・顧客・従業員などのステークホルダーが抱く総合的な評価や印
象
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（ステークホルダーの企業の評価方法）

 

過去の行為の
結果

現在の状況・情
報

未来の予測情
報

（ポイント）
制度派組織論では、企業は社会からの「正当性：レジティマシー」を得るために社会
的制度に従おうとするので、コーポレート・レピュテーションはその正当性の表れで
あり、制度派組織論の中心的な成果とみなされる



コーポレート・レピュテーションが財務
業績に及ぼす影響

伊藤和憲　2014
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論文の概要
■ 目的：コーポレート・レピュテーションが短期的に財務業績を

高めるかを検証する

■ Roberts and Dowling （2002）「長期的にはレピュテーションが財務業績に影響
を及ぼす」⇒長期的には高い利益を持続できることが確認できた

■ Rose and Thomsen (2004)「財務業績の良し悪しが短期的にもコーポレート・レピュ
テーションに影響を及ぼす」⇒業績からレピュテーションへの関係は確認できた

⇒レピュテーションが企業価値に有意に影響することは確認できていない

■ 分析方法：因子分析と共分散構造分析
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仮説
■ 仮説１：コーポレート・レピュテーションの構成要素は、組織価

値、社会価値、顧客価値、経済価値からなる。

■ 仮説２：組織価値は社会価値に影響を及ぼし、社会価値は顧
客価値に影響を及ぼし、顧客価値は経済価値に影響を及ぼ
す

■ 仮説３：コーポレート・レピュテーションを高めることが財務価
値の向上に有効である。
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仮説１：コーポレート・レピュテーションの構成要素は組織価値、
社会価値、顧客価値、経済価値からなる

組織価値 従業員が満足できる職場、リーダーシップ

社会価値
社会的責任、環境責任、社会貢献活動の支援、社会への積極的
な影響

顧客価値
顧客を満足させる製品・サービスの提供
革新的な製品・サービス、早期の上市、変化への対応経済価値
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コーポレート・レピュテーションの基本モ
デル

論文より引用
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（再掲）仮説
■ 仮説１：コーポレート・レピュテーションの構成要素は、組織価

値、社会価値、顧客価値、経済価値からなる。

■ 仮説２：組織価値は社会価値に影響を及ぼし、社会価値は顧
客価値に影響を及ぼし、顧客価値は経済価値に影響を及ぼ
す

■ 仮説３：コーポレート・レピュテーションを高めることが財務業
績の向上に有効である。
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仮説１：コーポレート・レピュテーションの構成要素は組織価値、
社会価値、顧客価値、経済価値からなる
レピュテーションに関わる23の属性で因子分析を行った

  ⇒5つの因子が特定できた
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特定された因子 結び付く価値

リーダーシップ、職場 組織価値

市民性、コンプライアンス 社会価値

製品・サービス 顧客価値

財務業績 経済価値

革命性 該当無し

論文より引用

⇒仮説１は支持



仮説２：組織価値は社会価値に影響を及ぼし、社会価値は顧客
価値に影響を及ぼし、顧客価値は経済価値に影響を及ぼす
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つまり、組織価値⇒社会価値⇒顧客価値⇒経済価値の関係があるのでは？

表２より、すべての変数が有意

表３より、「リーダーシップ」が「職場と市民性」に
0.763の影響を及ぼし、
「職場と市民性」が「製品・サービスとコンプライ
アンス」に0.707の影響を及ぼし、「製品・サー
ビスとコンプライアンス」が「財務業績」に0.515
の影響を及ぼすことが分かった。

⇒仮説２は支持



仮説３：コーポレート・レピュテーションを高めることが財務業績
の向上に有効である。
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【検証方法】
・財務業績として用いた指標⇒ROA(総資産当期純利益率)
・コーポレート・レピュテーション指標への回答で平均値の上位10位と下位10位を順位付け
・レピュテーション指標で順位づけた上位10位と無作為に抽出した10社のROAを比較検討
・レピュテーション指標で順位づけた下位10位と無作為に抽出した10社のROAを比較検討

【結果】
上位10位のROA平均値は3.42%、無作為抽出10社のROA平均値は2.33%
下位10位のROA平均値は2.52%、無作為抽出10社のROA平均値は2.92%

⇒平均値に差がないかどうかをt検定するために帰無仮説を設定

仮説3－1：上位企業と同業種企業ではROAの平均値に差がない
仮説3－2：下位企業と同業種企業ではROAの平均値に差がない
⇒帰無仮説を棄却することはできなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　⇒仮説３は棄却

上位の方が値が上
下位の方が値が下



結論
【明らかになったこと】

・コーポレート・レピュテーションの構成要素は、組織価値、社会価値、顧客価
値、経済価値からなる。(仮説１)
・組織価値⇒社会価値⇒顧客価値⇒経済価値の関係がある（仮説２）

【明らかにされなかったこと】

・コーポレート・レピュテーションが短期に財務業績に影響する(仮説３)
【研究の問題点】

・財務業績の指標に何を選択するか

 ⇒ROAを選択するにあたって国際比較上2010年前後の日本のROAが極
めて低かった。
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